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研究成果の概要（和文）：久山町の地域住民710名を対象に、幼少期の被養育体験と成人後の糖尿病の関連を検
討した。被養育体験はParental Bonding Instrument質問紙の「ケア」「過干渉」尺度を用いた。結果、父親の
過干渉スコアが高い対象者は、過干渉スコアが低い対象者よりも糖尿病を有するオッズ比が1.71と有意に高かっ
たが、父親のケアと糖尿病の間に有意な関連は見られなかった。母親については、糖尿病を有するオッズ比は、
ケアスコアが低い対象者で1.61、過干渉スコアが高い被験者で1.73と対照群に比べ有意に高値であった。幼少期
の不十分なケアと過度の過干渉が、成人後の糖尿病に関連する可能性がある。 

研究成果の概要（英文）：Objective: To investigate associations between parenting styles during 
childhood and diabetes in adulthood in a Japanese community. Methods: 710 community-dwelling 
Japanese residents aged 40 years or older were assessed for the presence of diabetes and for their 
perceptions of the parenting style of their parents, as measured using the “care” and “
overprotection” scales of the Parental Bonding Instrument. Results: Subjects with a high paternal 
overprotection score had a significantly greater likelihood of prevalent diabetes than those with a 
low paternal overprotection score (Odds Ratio [OR] 1.71). Additionally, the ORs for the presence of 
diabetes were significantly higher in subjects with a low maternal care score (OR 1.61) or in 
subjects with a high maternal overprotection score (OR 1.73). Conclusions: This study suggests that 
inadequate care and excessive overprotection during childhood may contribute to the development of 
diabetes in adulthood.

研究分野：心身医学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
糖尿病は生活習慣病の中でも腎不全や末梢神経障害、網膜症の合併症に関連し、心血管病や認知症の危険因子と
しても重要な疾患である。糖尿病の予防として食事や運動習慣などの改善が重要であるが、さらに今回「被養育
体験（幼少期からの育てられ方）」も糖尿病の予防に有用な可能性があることが明らかとなった。今後、因果関
係を明らかにするためにさらなる追跡研究が必要と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
生活習慣病は、健康長寿の最大の阻害要因と言われており、国民医療費にも大きな影響を
与えている。これらの対策として栄養・食育対策、運動施策、タバコ・アルコール対策、睡
眠対策などが行われているが、これらすべてを阻害する可能性のある行動心理学的要因、社
会的要因については報告が少なく、明らかになっていない。 

 
２．研究の目的 
 
日本人の代表的サンプルと考えられる久山町地域一般住民約 2700名を対象に、すでに調
査した心理社会的要因と今後の追跡調査で得られる生活習慣病（高血圧、糖尿病、心血管病）
および生活習慣と関連の深い認知症の発症の関連を縦断的に検討する。 

 
３．研究の方法 
 
福岡県久山町の 40 歳以上の地域住民を対象に、生活習慣病の追跡調査を行い、心理社会
的因子の質問紙検査との関連について以下の項目を縦断的に検討する。 
〈曝露因子〉心理社会的因子（被養育体験、失感情症、失体感症、家族機能、孤独感） 
〈アウトカム〉生活習慣病（高血圧、糖尿病、心血管病［脳卒中、冠動脈疾患］、認知症） 

 
４．研究成果 
 
「地域一般住民における幼少期の被養育体験と成人後の糖尿病の関連：久山町研究」 
 
【目的】幼少期の被養育体験は、食行動や生活習慣などに影響を及ぼすと考えられるが、幼
少期の被養育体験と成人後の糖尿病の関連を検討した研究はない。本研究では一般住民に
おける幼少期の両親のケアの低下および過干渉と成人後の糖尿病の関連について検討し
た。 
【方法】2011 年に福岡県久山町の生活習慣病健診を受診し同意の得られた 40歳以上の一般
住民 710 人を対象に質問紙調査、身体計測、血液検査を施行した。 
Parental Bonding Instrument を用いて 16歳までの両親の養育態度を調査し、ケアおよ
び過干渉のスコアを性年齢層毎に中央値で高低に分け、低ケアおよび高過干渉を“望まし
くない養育スタイル”と定義した。糖尿病の診断には 75g 経口糖負荷試験または HbA1c 
(NGSP)値を用いた。 
【結果】対象者における糖尿病の頻度は 14.9％であった。糖尿病を有するオッズ比（多変
量調整）は、母親の低ケア群において 1.61（対 高ケア群）、母親または父親の高過干渉群
において それぞれ 1.73、1.71（対 低過干渉群）と有意に高かった（全 P <0.05）。 
【結論】幼少期の低ケア・過干渉な被養育体験は、成人後の糖尿病を有するリスクを上昇さ
せていた。幼少期の養育環境の改善は、将来の糖尿病を予防する上で重要であることが示
唆される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図１．養育因子別にみた糖尿病の頻度 



 
表 1.親のケア・過干渉と糖尿病の関連 
  糖尿病

者数 
対象者
数 

性・年齢調整  多変量調整 a) 
  オッズ比 (95%信頼区間)  オッズ比 (95%信頼区間) 
父親        

ケア        

高 48 374 1.00 (基準)  1.00 (基準) 
低 58 336 1.28 (0.83-1.99)  1.27 (0.79-2.05) 
過干渉       

低 40 332 1.00 (基準) 
 
1.00 (基準) 

高 66 378 1.55 (1.00-2.40)* 
 
1.71 (1.06-2.77)* 

母親        

ケア        

高 44 370 1.00 (基準)  1.00 (基準) 
低 62 340 1.57 (1.02-2.42)*  1.61 (1.00-2.60)* 
過干渉       

低 39 344 1.00 (基準) 
 
1.00 (基準) 

高 67 366 1.69* (1.09-2.62)*  1.73 (1.08-2.80)* 
* P 値 < 0.05. 
a) 調整因子：年齢、性別、両親の糖尿病既往歴、婚姻状況、教育レベル、主観的経済状況、コク血
圧、血清総コレステロール、血清 HDL コレステロール、血清中性脂肪、BMI、現在の喫煙習慣、現
在の飲酒習慣、運動習慣、血清コルチゾール. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．養育因子の組み合わせ別にみた糖尿病を有するオッズ比 
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